
課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
関係法規・制度 ー

オリエンテーション

法の形式 衛生法規

衛生行政の概要 保健所

美容師法の概要 美容師法の目的、定義

美容師法の概要 美容師試験

美容師法の概要 美容師免許

美容師法の概要 美容師の講ずべき措置

美容師法の概要 管理美容師

美容師法の概要 開設

美容師法の概要 開設の検査確認

美容師法の概要 開設者の講ずべき措置

美容師法の概要 出張美容、立入検査

美容師法の概要 行政処分

まとめ 定期試験対策

まとめ 定期試験対策

関連法規 衛生に関する法律

関連法規 美容業の振興に関連する法律

関連法規 雇用に関連する法律

関連法規 消費者保護に関連する法律

衛生行政 復習、過去問

美容師試験、美容師免許 復習、過去問

美容所 復習、過去問

管理美容師、出張美容 復習、過去問

行政処分 復習、過去問

関連法規 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問
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授業内容
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講義

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

1年前/2年後

概要

目標

成績評価方法

美容師の業務に関する衛生法規・制度及び消費者保護法規・制度について、正しい知識を習得しておかなければならない必要
性を理解させ、併せて、公衆衛生を担う美容師の社会的責務、職業倫理について、自覚を促す。美容の業務に関する規定内容
を正確に理解させるとともに、衛生法規が美容業を行う場合の指針として有する意義を把握させる。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
衛生管理　公衆衛生 1

ガイダンス・第１編公衆衛生・第１章公衆衛生概要
１節公衆衛生の意義と課題

授業の進め方・評価方法を説明
WHOの位置付け、公衆衛生の概念について学ぶ

第１編公衆衛生・第１章公衆衛生概要
２節公衆衛生発展の歴史

公衆衛生・消毒法の歴史的功績とその人物について知る

第１編公衆衛生・第１章公衆衛生概要
３節理容師・美容師と公衆衛生　４節保健所

美容師、美容所の役割について歴史的背景を学ぶ
保健所の事業、概要について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　１.母子保健①母子保健と統計

出生・母子に関する動向と統計について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　１.母子保健②母子保健の意義③母子の健康管理

母子保健の意義と母子保健事業について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健①我が国のおける死亡率の低下②平均寿命の延び

死亡に関する動向と平均寿命の動向について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健③生活習慣病とその対策④健康増進対策

生活習慣病と健康増進対策の概念について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健⑤がん⑥循環器疾患

がん・循環器疾患の概要と死亡動向について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健⑦糖尿病⑧COPD⑨アルコール⑩身体活動

糖尿病・COPDの概要と死亡動向、
生活習慣におけるアルコール・身体活動について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健⑪高齢者の保健と福祉

高齢化の統計・動向と高齢化の課題について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
１節保健　２.成人・高齢者保健⑫加齢に伴う心身機能の低下

加齢に伴う心身機能の低下について学ぶ

第１編公衆衛生・第２章保健
３精神保健

精神保健の概要と対策について学ぶ。

第１編 公衆衛生復習 前期試験対策

第１編 公衆衛生復習 前期試験対策

第１編 公衆衛生復習 プレテスト

第２編環境衛生・第１章環境衛生
１節環境衛生の概要　１.環境衛生の内容　２.環境衛生の目的と意義

健康に影響を与える環境因子とホメオスタシスについて学ぶ

第２編環境衛生・第１章環境衛生
２節空気環境　１.空気環境

空気組成と有害物質による健康影響について学ぶ

第２編環境衛生・第１章環境衛生
２節空気環境　２.温熱環境と健康

温熱環境による健康影響と温熱指標について学ぶ
美容所における衛生管理要領の概略を知る

第２編環境衛生・第１章環境衛生
３節衣服・住居の衛生　１.衣服の衛生

衣服の役割と衣服材料の性質について学び、
美容所における衛生管理要領の概略を知る

第２編環境衛生・第１章環境衛生
３節衣服・住居の衛生　２.住居の衛生

採光と照明、換気、冷暖房について学び、
美容所における衛生管理要領の概略を知る

第２編環境衛生・第１章環境衛生
４節上・下水道緒と廃棄物　１.上水道　２.下水道

上下水道の役割について学ぶ

第２編環境衛生・第１章環境衛生
４節上・下水道緒と廃棄物　３.廃棄物　5節衛生害虫とネズミ

廃棄物の分類と衛生害虫とネズミによる健康被害について学ぶ

第２編 環境衛生復習 後期試験対策

第２編 環境衛生復習 後期試験対策

公衆衛生の復習・試験対策・2択問題演習 後期試験対策

17

18

19

20

21

22

23

24

25

16

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

概要

目標

成績評価方法

2026年度　シラバス

開講年度
2026

授業の方法と特徴

学年
１年前期・後期

美容師にとっても欠かすことのできない公衆衛生の様々な知識を身につける。そして、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響
を知り、社会の一員として適切に行動できるよう学習する。
また、不特定多数の人が利用する施設における衛生上の危害を防止する為、感染症の知識を学ぶ。また、感染を防止するため
の消毒法を学ぶ。

公衆衛生の意義と本質とを明らかにすることによって、美容師が公衆衛生の維持と増進とについて大きな責務を担っているこ
とを理解させる。また、環境衛生の意義と目的について、美容師の業務と関連付けながら具体的に理解させる。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義

授業科目の学修教育目標



公衆衛生の復習・試験対策・2択問題演習 後期試験対策

環境衛生の復習・試験対策・2択問題演習 後期試験対策

環境衛生の復習・試験対策・2択問題演習 後期試験対策

公衆衛生、環境衛生 プレテスト

公衆衛生、環境衛生 プレテスト
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
衛生管理　感染症 1

第３編感染症・第１章感染症総論
１節 人と感染症　1. 疫病の歴史　2. 感染症発見の歴史

美容師として感染症の知識を得る必要性と意義を知る
感染症による歴史的変遷について学ぶ

第３編感染症・第１章感染症総論
１節 人と感染症　3. 感染症と法律　4. 感染症の分類

感染症を感染経路別分類、病原体種別分類について学ぶ
配布プリント感染症分類表を作成する

第３編感染症・第１章感染症総論
２節 病原微生物

細菌とウイルスの構造、増殖などの違いについて学ぶ

第３編感染症・第１章感染症総論
３節 感染症の予防　1.微生物の病原性と人体の感受性 2.汚染、感染及び発病

病原体の汚染、感染、発病の経過について学ぶ

第３編感染症・第１章感染症総論
３節 感染症の予防　3.常在細菌叢 4.免疫と予防接種

予防接種の意義と予防接種法の概略について学ぶ

第３編感染症・第１章感染症総論
３節 感染症の予防　5. 感染症発生の要因

感染症の感染源・感染経路について学ぶ

第３編感染症・第１章感染症総論
３節 感染症の予防　6 .感染症予防の三原則

感染症予防対策について学ぶ

復習 配布プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

第３編感染症・第２章感染症各論
２節 主な感染症　1. 空気飛沫を介して感染する感染症

結核、ジフテリア、コロナについて学ぶ

第３編感染症・第２章感染症各論
２節 主な感染症　1. 空気飛沫を介して感染する感染症

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ、麻しん、風しん、百日せきについて学ぶ

第３編感染症・第２章感染症各論
２節 主な感染症　2. 飲食物を介して感染する感染症

赤痢、腸管出血性大腸菌、A型肝炎について学ぶ

第３編感染症・第２章感染症各論
２節 主な感染症　3. 血液等を介して感染する感染症

B型肝炎、C型肝炎、エイズ、梅毒について学ぶ

第３編感染症・第２章感染症各論
２節 主な感染症　4. 動物・節足動物を介して感染する感染症

ラッサ熱、ペスト、デング熱について学ぶ

第３編感染症・第２章感染症各論
3節 具体的な対策の例　1. 標準予防策

標準予防策の考え方と実践例を学ぶ

復習 配布プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　2節 消毒の意義

消毒の原理、用語の定義について学ぶ

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　消毒に関連のある美容師法関係法令

消毒法の美容師法施行規則について学ぶ
消毒法の規定表を作成する

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　3節 理容・美容の業務と消毒との関係

消毒を怠った場合の危険性について学ぶ

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　4節 消毒法と適用上の注意

希釈について

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　4節 消毒法と適用上の注意

希釈について

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　4節 消毒法と適用上の注意

理学的消毒法と化学的消毒法の原理
効果の条件の関係について学ぶ

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　4節 消毒法と適用上の注意 3.病原微生物の抵抗力

抵抗力とは何か、微生物の抵抗力の違いについて学ぶ

第４編衛生管理技術　第１章消毒法総論
1節 消毒とは　4節 消毒法と適用上の注意 4.消毒薬･消毒薬使用液の使用、保存上の注意

消毒薬の保管について学ぶ

第4編 衛生管理技術　第1章 消毒法総論の復習 プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

感染症、消毒法についての プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

第4編 衛生管理技術　第1章 消毒法総論の復習 プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

１年前期・後期

概要

美容師にとっても欠かすことのできない公衆衛生の様々な知識を身につける。そして、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響
を知り、社会の一員として適切に行動できるよう学習する。
また、不特定多数の人が利用する施設における衛生上の危害を防止する為、感染症の知識を学ぶ。また、感染を防止するため
の消毒法を学ぶ。

目標
美容師の業務内容と感染症予防、環境衛生の保持との具体的な関連付けを重視して美容における衛生措置の重要性について理
解させる。特に美容器具などの消毒法は、美容業務の衛生性を担保する上で最も重要な技術であるので、その意義と原理につ

いて十分に理解させるとともに、その適正な実施方法を身につけさせる。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する
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授業の方法と特徴
講義
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後期試験プレテスト実施
期末試験対策
Googleフォームを利用したプレテストの実施

後期試験対策 プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

後期試験対策 プリントによる問題演習に取り組む。解答解説

後期試験対策 プレテスト
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
保健 1

オリエンテーション

第1章頭部、顔部、頸部の体表解剖学 1項 人体各部の名称　2項 頭部、顔部、頸部の体表解剖学（眼とその周辺）

2項 頭部、顔部、頸部の体表解剖学(耳、鼻、口とその周辺)第1章 まとめ・小テスト

第2章 骨格器系 1項 骨の種類と構造　2項 骨の連結

3項 骨格器系とそのはたらき　第2章　まとめ・小テスト

第3章 筋系 1項 筋の種類とその特徴　2項 主な骨格筋とそのはたらき

3項 表情筋と表情運動 　第3章　まとめ・小テスト

第4章 神経系　 1項 神経系の成り立ち

2項中枢神経系とそのはたらき　3項 末梢神経系とそのはたらき	

第4章　まとめ・小テスト	

第5章 感覚器系 1項 視覚　 2項 聴覚 

3項 平衡感覚 　4項 味覚 

5項 嗅覚　 6項 皮膚感覚 

 第5章　まとめ・小テスト　

前期試験テスト対策 対策プリント 解答・解説

第6章 血液・免疫系 1項 血液のあらまし　

2項免疫のあらまし　

3項アレルギー

第６章　まとめ・小テスト

第7章 循環器系 1項心臓のあらまし

2項 血液循環の仕組み 3項 血液の循環経路  

4項 リンパ管系の仕組みとはたらき

第７章　まとめ・小テスト

第8章 呼吸器系 1項 呼吸器系のあらまし

　　　　　　　　　　　　 2項 気道  3項 肺の仕組みとガス交換

4項 呼吸運動　第8章　まとめ・小テスト 

第9章 消化器系　 1項 消化器系のあらまし

2項 消化器官の仕組み　3項 消化管のはたらき　

4項 消化と物質代謝　第9章 まとめ・小テスト

後期試験テスト対策 対策プリント 解答・解説30
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2026年度　シラバス

開講年度
2026

3

4

授業の方法と特徴

学年
１年前期・後期

人体組織の名前や構造、機能、特に皮膚及び毛髪などの構造と機能を学ぶ。

美容技術の基礎となる人体組織、また、皮膚及び毛髪などの皮膚付属器官の構造と機能に関する科学的、系統的な知識の習得を目的とす
る。美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、皮膚、毛髪などに関する正確な科学的知識が不可欠であることを理解させる。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

プリント、パワーポイントなどを使用しての講義

授業科目の学修教育目標

概要

目標

成績評価方法



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
香粧品化学 1

オリエンテーション 授業の進め方、香粧品化学とは
香粧品総論 香粧品とは

香粧品と造形
香粧品の効果と基本的な使用プロセス

香粧品使用の留意点 使用によりトラブル
定義と法規制
安全性と安定性

香粧品の成り立ち 成り立ち
親水性溶媒
親水性溶媒
油性原料
油性原料
油性原料

前期試験対策
前期試験対策
香粧品の成り立ち 界面活性剤

界面活性剤
界面活性剤
高分子化合物
高分子化合物
色材
色材
香料
香料
安定化配合原料
機能性配合原料
雑貨原料
雑貨原料

後期試験対策

後期試験対策

29

30

23

24

25

26

27

28

22

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

10

授業の方法と特徴

1

2

3

4

5

6

7

8

9

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義

授業科目の学修教育目標

成績評価方法

2026年度　シラバス

開講年度
2026

概要

目標

学年
１年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、正確な科学的知識や香粧品の適正な取り扱いが不可欠であることを理解させ
る。特に、基本原理についての理解とその応用能力とが、美容師にとって極めて重要な意義を持つものであることを理解させ
香粧品の合理的な取り扱い方法に習熟させる。あわせて、香粧品による危害を防止するための使用上の注意を学ばせる。

香粧品は、美容技術を行う上で欠くことのできないものである反面、その使用方法を誤れば重大な健康被害を起こすおそれがあるものであるこ
とから、その化学的な性質を理解させるとともに、これを正しく使用するためには正確な知識と適正な技術とを身につけることが重要であること
を認識する。



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
文化論 1

オリエンテーション　第１章　総論

第２章　日本の理容業。美容業

第３章　ファション文化史・日本 縄文・弥生・古墳時代

第３章　ファション文化史・日本 古代　飛鳥・奈良・平安時代

第３章　ファション文化史・日本 中世　平安末期・鎌倉・室町・戦国時代

第３章　ファション文化史・日本 近世　戦国末期・安土桃山時代

第３章　ファション文化史・日本 近世　江戸時代

第３章　ファション文化史・日本 復習

第３章　ファション文化史・日本 近代　明治

第３章　ファション文化史・日本 近代　大正

第３章　ファション文化史・日本 近代　昭和20年まで

第３章　ファション文化史・日本 現代　1945～1950年代

第３章　ファション文化史・日本 現代　1960～1970年代

第３章　ファション文化史・日本 現代　1980～1990年代

第３章　ファション文化史・日本 現代　2000年代以降

第３章　ファション文化史・日本 復習30

24. 25

26. 27

28. 29

22.23

12- 14

15

16. 17

18. 19

20. 21

9- 11

授業の方法と特徴

1

2

3. 4

5. 6

7. 8

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

プリント、パワーポイントを使用しての講義

授業科目の学修教育目標

成績評価方法

2026年度　シラバス

開講年度
2026

概要

目標

学年
１年前・後

ライフスタイルが多様化した現代において、価値観や美意識も多様化してきている。今までの歴史を振り返り、時代背景と生
活スタイルや流行のデザイン等がどのように関わってきたかを学ぶことで今求められている「美しさ」の意味を知る。

美容業の使命の１つが、より優れた人間美の創造、実現にあることによく認識させ、この使命の達成のために必要な美的感覚
を身につけ、これを洗練し、芸術的な表現力と鑑賞力を養う。美容の業務を全うするためには、確かな技術力を身につけると
ともに、豊かな感性に裏打ちされた優れた表現力を養うことが必要であることを自覚させる。



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
運営管理 ―

オリエンテーション
第1編　第1章 経営とは・経営者とは P8～13　1⃣経営とは何か～3⃣経営の目的
第1編　第1章 経営とは・経営者とは P14～17　4⃣経営戦略①～5⃣経営戦略②　ミニテスト
第1編　第2章 理容業・美容業の経営について P18～23　1⃣業界の概要～2⃣①社会の変化
第1編　第2章 理容業・美容業の経営について

P24～28　2⃣②社会の変化と理容業・美容業～4⃣競争の未
来図①

第1編　第2章 理容業・美容業の経営について P29～33　4⃣②～5⃣理容業・美容業の顧客　ミ二テスト
第1編　第3章 資金の管理 P34～35　1⃣資金管理の重要性
第1編　第3章 資金の管理 P36～37　2⃣収支と損益
第1編　第3章 資金の管理 P38～39　3⃣会計の考え方
第1編　第3章 資金の管理 P40～41　4⃣コストを管理する
第1編　第3章 資金の管理 P42～43　5⃣税金について
第1編　第3章 資金の管理 P44～45　6⃣税金の申告　ミニテスト
まとめ 復習
前期試験対策 練習問題

前期試験対策 練習問題

11

12

13

14

15

10

授業の方法と特徴

1

2

3

4

5

6

7

8

9

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義

授業科目の学修教育目標

成績評価方法

2026年度　シラバス

開講年度
2026

概要

目標

学年
１年前期

美容をビジネスの観点から考察し、最新の美容業界の動きを入れつつ、サロン経営・運営に直結する講義を行う

競争が激化する美容業界の中で生き残っていくためには、経営の知識が不可欠なので、将来、サロンを経営する時に必
要な経営の基礎を学ぶ



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位

美容技術理論 2

オリエンテーション 美容技術理論を学ぶにあたって

美容技術理論を学ぶにあたって 美容理論と美容技術

美容理論における作業姿勢

美容技術に必要な人体各部の名称

美容用具 実際の道具を見る、触れる

実際の道具を見る、触れる

実際の道具を見る、触れる

小テスト

シャンプーイング シャンプーイング総論

サイドシャンプー

サイドシャンプー

バックシャンプー

バックシャンプー

リンス・コンディショナー・トリートメント

試験対策

スカルプトリートメント

スカルプトリートメント

ヘッドスパ、小テスト

ヘアデザイン 美容とデザイン、錯覚現象を美容に生かす

美容とデザイン、デザインの要素（点）

美容とデザイン、デザインの要素（線）

美容とデザイン、デザインの要素（面）

美容とデザイン、デザインの原理（比率）

美容とデザイン、デザインの原理（方向）

美容とデザイン、デザインの原理（バランス）、小テスト

ヘアカッティング ヘアカッティングとは

シザースの扱い方、レザーの扱い方、美容刃物について

ヘアカッティングの正しい姿勢

ヘアカッティングの基礎理論

ベーシックによるカット技法

ベーシックによるカット技法

シザースによるカット技法

シザースによるカット技法

レザーによるカット技法

レザーによるカット技法、小テスト

パーマネントウエービング パーマネントウエーブの歴史と現在

パーマネントウエーブ理論

パーマ剤の分類

パーマ剤に関する注意事項

パーマネントウエーブ技術

パーマネントウエーブ技術

ワインディングのバリエーション

ワインディングのバリエーション

縮毛矯正（ヘアアイロンの使い方）、小テスト

前期試験対策 試験対策

ヘアセッティング ヘアセッティングとは

ヘアパーティング

ヘアシェーピング

ヘアウエービング

ヘアカーリング

ヘアカーリング

ブロードライ

ブロードライ

アイロンセッテイング

アイロンセッテイング

バックコーミング

バックコーミング

アップスタイル

アップスタイル

ウイッグとヘアピース、小テスト

59

60

58

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

46

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

34

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

22

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

2026年度　シラバス

開講年度

2026

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

学年

１年前期・後期

技術にはその裏付けとなる理論が必ずある。理論を理解することで、技術が生きてくることを理解する。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を学ぶ。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義
美容技術の理論を展開図や実際の美容教材をつかって分かりやすく説明する。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基
づいて指導をする。

授業科目の学修教育目標



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位

美容技術理論 2

2026年度　シラバス

開講年度

2026

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

学年

１年前期・後期

技術にはその裏付けとなる理論が必ずある。理論を理解することで、技術が生きてくることを理解する。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を学ぶ。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義
美容技術の理論を展開図や実際の美容教材をつかって分かりやすく説明する。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基
づいて指導をする。

授業科目の学修教育目標

ヘアカラーリング ヘアカラー概論

ヘアカラーリングの種類

ヘアカラーのタイプ別特徴

ヘアカラーのタイプ別特徴

染毛のメカニズム

色の基本

毛髪のレベルとアンダートーン

パッチテスト

染毛剤使用時の注意事項

ヘアカーリングの道具

酸化染毛剤（アルカリ性タイプカラー）の技術手順

酸化染毛料の技術手順

ヘアブリーチ

後期試験対策 試験対策

後期試験対策 試験対策

70

61

62

63

64

65

66

67

68

69

71

72

73

74

75



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
外国語 1

オリエンテーション

 挨拶と会話表現  基本的な挨拶  ・自己紹介

 時制と疑問文  動詞の過去形・現在形・未来形、疑問詞①(When, Where, What)

 疑問文を使った丁寧な言い方  疑問詞②(Who, Which, Why)、May I …?、Shall I  …?

お詫びの表現と道案内  方向・場所の説明

 否定文と助動詞（ Can・Could）  Can・Couldを使った質問（～しましょうか？）

 数字と相手の好みを尋ねる  1～1,000までの数字、Have you ～？、Would you ～？の使い方

 リスニング  リスニング "HANDS IN MY POCKET"

 色の表現とお客様への質問  Have you had any pain…?（痛みはありましたか？）

 数字とお客様への提案  456,000までの数字、I'll apply…, I will use…

 クレームの表現  It's so cool!"What a pretty length!

 お金に関わる言葉・表現と別れの言葉  金額をお伝えする際の表現・"We hope to see you again"

 今までのまとめ・復習（テスト準備）  今までのまとめ・復習（テスト準備）

 今までのまとめ・復習（テスト準備）  今までのまとめ・復習（テスト準備）

 テストの実施

オリエンテーション

挨拶

数字

日付の学習

電話対応

お客様のお迎え

簡単な交流、自己紹介

カウンセリング

リスニング

ヘアメニュー

仕上げ、アドバイス

お会計

 今までのまとめ・復習（テスト準備）  今までのまとめ・復習（テスト準備）

 今までのまとめ・復習（テスト準備）  今までのまとめ・復習（テスト準備）

テスト

26

27

28

29

30

21

22

23

24

25

16

17

18

19

20

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴

 簡単な自己紹介、挨拶ができる、美容室での簡単なコミュニケーションができる

 テストと課題の完成、出席率、平常点

 文法・会話の練習

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

概要

１年前期・後期

 レッスンを通じて生徒のみなさんが世界の様々な国に対しての理解を広め、簡単な英会話を身につける

授業科目の学修教育目標



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
ビューティライフデザイン 1

【福祉】オリエンテーション 法人紹介・福祉とは

高齢者のからだの特徴 高齢者の身体の特徴

高齢者のからだの特徴ー実践編ー 高齢者体験

社会のなかの高齢者 高齢社会の現状とニーズ、車椅子の使い方

孫キャラの重要性 高齢者との役割構築、若者の役割、家族性の拡張

福祉と人との関わり 高齢者との関わりの必要性

リハビリと美容サービス リハビリと美容・相互作用、コミュニケーション

災害支援と美容 災害時の美容の役割

障がい者と美容サービス 精神障がい者とニーズ、配慮した美容サービス

ベッド上での洗髪 高齢者や障がい者向けのベッド上での洗髪方法

ベッド上での洗髪 高齢者や障がい者向けのベッド上での洗髪方法

福祉向け美容サービスの実際　実践紹介① 高齢者と美容サービスの実際

福祉向け美容サービスの実際　実践紹介② 美容と福祉の関連性について

福祉向け美容サービスの実際　実践紹介③ 訪問美容の実際について、なぜ訪問美容か

テスト これまでの授業の総括、テスト

【食と健康】オリエンテーション

健康的な食事の基本：現代の食の問題点
栄養素の基本的な知識に加えて、何をどのように食べたら良いのか、
食事の仕方の面から学ぶ。

健康的な食事の基本：食事の仕方
食事回数によって栄養状態は変わる→現代の問題点「過剰栄養」「低
栄養」

健康的な食事の基本：血糖値と健康
食事回数によって栄養状態は変わる→血糖値を急激に上昇させない
食べ方・ＧＩ値

健康的な食事の基本：代謝を上げる食事の仕方
食事や生活習慣によって代謝を上げる→毎日、無理なく続ける方法を
知る

健康的な食事の基本：自分の栄養所要量
食事回数と栄養所要量を組み合わせて考える－基礎代謝を計算し栄
養所要量を知る

健康的な食事の基本：栄養所要量と食品
食品の組み合わせ、各食品に含まれている栄養を掛け合わせ、効用的
な食事を目指す

健康的な食事の基本：栄養素（たんぱく質の大切さ）
食品の組み合わせによって、たんぱく質を効果的に摂取する方法を学
ぶ

健康的な食事の基本：免疫力を高める食事
外敵から体を守る「免疫力」、細胞の老化を防ぐ「抗酸化力」を高める食
事の仕方

食生活　ワーク：献立を考える
これまでに学んだことを踏まえて、自分の食生活の記録をして、分析し
てみる

食生活　ワーク：献立を考える
これまでに学んだことを踏まえて、自分の食生活の記録をして、分析し
てみる

食生活　ワーク：献立を考える
これまでに学んだことを踏まえて、自分の食生活の記録をして、分析し
てみる

食品の選択と保存・学んできたことのまとめ
加工食品の表示方法を学び、上手に選ぶコツを学ぶ　試験に向けての
振り返り

定期試験 定期試験

試験返却 試験返却

26

27

28

29

30

25

授業の方法と特徴

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13

14

15

11

12

2026年度　シラバス

開講年度
2026

概要

目標

学年

講義・実技見学・グループワーク

授業科目の学修教育目標
１年前期

【福祉】美容業界で求められる福祉の基本的な知識と技術を学ぶ。
【食と健康】毎日の食事が、現在と将来の自分の『健康』や『美容』に深く結びついていることを栄養面と代謝
の面から学ぶ。

【福祉】高齢者や障がい者に配慮した美容サービスについて考えることができる
【食と健康】自分の体調を考えつつ、健康を維持する食事を取れるように、基本的な知識を学ぶ。

プリントの提出、授業態度、グループワークでの参加状況、試験成績評価方法

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位
色彩学 1

オリエンテーション・パーソナルカラー概要
授業の目的、教材確認、パーソナルカラー(似合う色)を知ることのメリットとその概要を

理解する。　パーソナルカラー検定についての概要説明。

色相環作成・補色実験
カラーワークにて色彩の基本である色相環を作成し、色に触れる。

補色実験を通して、色相環のしくみを理解する。

色の三属性 色彩の基本である色の三属性(色相・明度・彩度)をより深く学ぶ。

トーンマップ作成 カラーワークにて色選びのための地図を作成

トーン (色の調子)
トーンの考え方やしくみ、色のイメージについて理解する。

身の回りの色の特徴を捉えて、見分けることができるようになる。

色彩の基本まとめ　色の三属性とトーン カラーワークにて色の三属性の理解度を深める。

パーソナルカラーの基本・４シーズンのカラーパレット
パーソナルカラーの基本を理解する。

4シーズンの色の特徴を理解し、色分類ができるようになる。

４シーズンの色分類①　４シーズン別 カラーワークを通して4シーズンの色の違いを実践的に捉える。

４シーズンの色分類➁　４シーズン別 カラーワークを通して4シーズンの色の違いを実践的に捉える。

色名 系統色名と慣用色名の違い・色の名前について学ぶ。

色素について・色素(肌、髪、眼)の特徴 色素(肌、髪、眼)の種類と特徴ついて理解する。

色素チェック
色素のセルフチェック

自分の色素傾向をグループワークを通して確認する。

色素チェックまとめ・試験範囲確認
自分の色素傾向をグループワークを通して確認する。

試験範囲のアナウンス(テキスト、問題集、プリントの該当ページ)

前期まとめと試験対策 これまで学習した範囲のポイントまとめ

前期 期末試験実施・後期授業について 1回～12回目 授業内容の理解度確認の試験を実施

ドレーピング手法・似合う色 似合わない色の見え方の違い①
ドレーピングでの顔映りの変化、効果と影響についてを理解する。

ドレーピング診断を行う際の環境セッティングや光の影響を知る。

ドレーピング手法・似合う色 似合わない色の見え方の違い②
グループ確認

実習に向けたドレーピングのデモンストレーションとレイアウトシミュレーション

ドレーピング実習 ①　
グループ毎に実際のドレープを使い、色による顔色の変化(顔映り)を体感する。

全員が顔映りの変化・診断手法を体験できるよう、担当ローテーション制とする。

ドレーピング実習 ②
グループ毎に実際のドレープを使い、色による顔色の変化(顔映り)を体感する。

全員が顔映りの変化・診断手法を体験できるよう、担当ローテーション制とする。

ドレーピング実習 ③
グループ毎に実際のドレープを使い、色による顔色の変化(顔映り)を体感する。

全員が顔映りの変化・診断手法を体験できるよう、担当ローテーション制とする。

ドレーピング診断結果のまとめ・似合う色の取り入れ方
実習における診断結果による自分に似合う色と似合わない色の傾向を捉え

色素との関連性を確認する。見せたい印象に基づく取り入れ方を考える。

自分ブランディングのまとめ
「自分らしさ」について考える。

これまでの学びを踏まえ、診断結果に基づいた自分演出の色選びを実践する。

対比 ① (明度・彩度・色相)　
カラーワークにて対比効果を体感し、パーソナルカラーの考え方の基となる色彩効果を

理解する。

対比 ② (色の影響の現れやすさ)・試験範囲確認 パーソナルカラーにおける対比の影響を理解する。

色がみえるしくみ
色の正体(光とは)を知る。

光源の種類や特徴・光の反射と吸収による色の見え方について理解する。

検定対策

検定対策

検定対策

後期まとめと試験対策 これまで学習した範囲のポイントまとめ

後期 期末試験実施・年間総括 年間授業内容の理解度確認の試験を実施

28

29

30

22

23

24

25

26

27

21

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

9

1

2

3

概要

目標

成績評価方法

4

5

6

7

8

授業科目の学修教育目標

授業の方法と特徴

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

１年前期・後期

パーソナルカラーの探し方や取り入れ方の方法、その基となる色彩学の基礎を学びます。
カラーワークなど、実際に色に触れながら色彩感覚を身につけるとともに、実習を通して自分自身の似合う色の傾向を把握し、色
による「自分らしさ」の発見と活かし方を習得します。
色彩活用 パーソナルカラー検定3級の内容に対応。※任意受験

基本的な「色彩」の知識と、第一印象をよく見せてくれる「パーソナルカラー(似合う色)」を学び、
カラーコーディネートの基礎を習得する。

学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

講義、演習



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位

美容実習 12

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

美容基礎

ワインディグ 講義、実習：道具の確認、机上セッティング

ワインディグ 展示：机上セッティング確認、道具の使い方、ウェット方法、

　　　　ブロッキング説明

実習：ブロッキング、反復練習

ワインディング 展示：ブロッキングと上巻き方手順

実習：ブロッキング、上巻き練習

ワインディング 展示：下巻きの巻き方手順

実習：ブロッキング(5~10分）、上巻き、下巻き（センター）反復練習

ワインディング 展示：フロントの巻き方

実習：フロント、復習

ブロキング、センターフロントの反復練習

ワインディング 展示：

実習：ブロッキング５分、センター１０分目標

ワインディング 展示：右サイド、右バックサイド

実習：目標ブロッキング5～３分、センター2０分（１本40秒）

ブロッキング~右全部タイム２７分

ワインディング 展示：左サイド、左バックサイドの巻き方

実習：左サイド、左バックサイド練習

ワインディング 実習：全頭目標タイム４０分

ワインディング 実習：タイムを縮める

全頭目標タイム３０分

ワインディング 実習：タイムを縮める
全頭目標タイム２５分

セッティングウィッグ作成 ブロッキングの、WDの説明、パーマ液塗布、
ウィッグの保管、取り扱い方法の説明
根つぶし、毛料調整

ヘアセッティング 用具、机上の配置説明、コームの持ち方、７段構成の説明
国家試験課題について
１段目の馬蹄形の毛流れの作り方

ヘアセッティング １段目の馬蹄形の毛流れの作り方
１段目のスカルプチュアカール

ヘアセッティング ２段目　ハーフウェーブ、リッジの作り方

ヘアセッティング ３段目　ウェーブ、スカルプチュアカールの手順

ヘアセッティング 耳上までの左右ウェーブ練習
４段目　右リフトカール
５段目　左リフトカール

ヘアセッティング １～５段目まで復習　タイム４０分

ヘアセッティング １～５段目まで復習　タイム４０分
６段目　左右リッジ、７段目　クロッキノールカール

ヘアセッティング ６段目　メイポールカール
全頭　４５分

ヘアセッティング 全頭目標タイム　４０分

ヘアセッティング 全頭目標タイム　３５分

授業の方法と特徴
教員の実務経験

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

１年前期・後期

授業科目の学修教育目標

概要
美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

目標 美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

成績評価方法

２０～２１

授業内容

１～４ 実習授業心得として、授業を受ける際の基本姿勢・態度、器具の説明
及び手入れ方法、美容業界の動向など

5

６～７

８～９

１０～１２

１３～１４

15

１６～１７

１８～１９

５３～５７

２２～３０

３１～３５

３６～３９

40

４１～４２

43

４４～４５

４６～４８

49

５０～５１

52

５８～６５



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位

美容実習 12

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴
教員の実務経験

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

１年前期・後期

授業科目の学修教育目標

概要
美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

目標 美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

成績評価方法

授業内容

シャンプーイング シャンプー授業について
準備と片付け、ひざ掛けのかけ方、ご案内

シャンプーイング バクシャンプー
ひざ掛け、Ｓｈクロス、ウェット、泡立て
相モデルにて練習

シャンプーイング バックシャンプー　テスト

シャンプーイング サイドシャンプー
ひざ掛け、Ｓｈクロス、ウェット、泡立て
相モデルにて練習

シャンプーイング サイドシャンプー　テスト

デザインカット 道具説明

デザインカット ワンレングスカット
ブロー

デザインカット セイムレイヤー

デザインカット セニングカット
メンズカット

ヘアアレンジ 編込み、いろいろな編み方

ヘアアレンジ ストレートアップ
梳かし方、バックコーミング、ピン留め

ヘアアレンジ ホットカーラー、コテの使い方

ヘアアレンジ 新日本髪

カラーリング ヘアカラーの基礎知識と修得
グレイカラー、ファッションカラーの塗布、ヘアカラーの製品理解

インターンシップ インターンシップ

町美Festa 町美Festa-STAGE－、町美Festa-Fight-

９２～９３

５８～６５

66

６７～７０

71

７２～７５

76

77

７８～８０

８１～８４

８５～８９

９０～９１

94

９５～１００

１０１～１０３

１０４～１１３

１１４～１３３



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 単位

美容総合技術 9

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

メイクアップ メイクアップの基礎について

セルフメイク、黄金比分析

メイクアップ ベースメイク

スキンケア、コントロールカラー、ファンデーション

メイクアップ アイメイク、リップ

アイブロウ、アイシャドウ、アイライン、アイラッシュ

メイクアップ 顔型修正

チーク、ハイライト、ローライト

メイクアップ メングメイク

肌質理解、骨格と表情筋、ポイントメイク

パーツ美容 アイブロウ

マッピングデモ

マッピング練習

パーツ美容 まつ毛エクステンション

器具の種類及び使用方法、ワゴンセッティング、身嗜み

装着練習、テスト

パーツ美容 ハンドマッサージ

テーブルセッティング、準備、手順説明

相モデル実習

パーツ美容 ネイル

道具説明、ネイルケア、カラーリング

相モデル実習

美容テクニック 浴衣の各部名称、畳み方、準備

自装、他装

美容テクニック デザイン画

人体の構造と目の描き方、髪の毛の描き方、構図、

作品完成

美容テクニック SNS

SNS運用のメリット、デメリット、アカウント運用方法

フィットネス 体力測定、トレーニング＆ストレッチ

ボールレクリエーション、スタイルアップウォーキング、ダンス

美容一般教養 手紙の書き方、労働基準法、社会保険、税務の話

市民生活（救急、警察より）、

美容一般教養 サロン見学、ヘアショー・撮影見学

作品制作

美容一般教養 美容ボランティア

アロマテラピー入門

ビジネスマナー

選択 カット

グラデーション、レイヤー、

選択 サロンワーク

ゼロテク、ヘッドスパ、人頭パーマ、

選択 メイクアップ

イメージメイク、カウンセリングテクニック、検定

選択 ネイル
ﾈｲﾙ検定３級、ジェルネイル検定初級

選択 着付
補正、長襦袢、訪問着、帯、袴

授業の方法と特徴
教員の実務経験

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

１年前期・後期

授業科目の学修教育目標

概要
美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

目標 美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

成績評価方法

２４～２８

授業内容

1

２～３

４～６

7

８～１０

11

１２～１５

１６～１７

１８～２０

２１～２３

７１～９０

７１～９０

７１～９０

７１～９０

２９～３０

３１～４５

４６～５０

５１～６５

６６～７０

７１～９０



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
関係法規 １５時間

関連法規 衛生に関する法律

関連法規 美容業の振興に関連する法律

関連法規 雇用に関連する法律

関連法規 消費者保護に関連する法律

衛生行政 復習、過去問

美容師試験、美容師免許 復習、過去問

美容所 復習、過去問

管理美容師、出張美容 復習、過去問

行政処分 復習、過去問

関連法規 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

国試対策 復習、過去問

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年後期

3

概要
美容師の業務に関する衛生法規・制度及び消費者保護法規・制度について、正しい知識を習得しておかなければならない必要
性を理解させ、併せて、公衆衛生を担う美容師の社会的責務、職業倫理について、自覚を促す。美容の業務に関する規定内容
を正確に理解させるとともに、衛生法規が美容業を行う場合の指針として有する意義を把握させる。

目標 美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴
講義

授業内容
1

2
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
衛生管理 ４０時間

感染症 オリエンテーション美容と感染症

感染症 美容と感染症

感染症 病原微生物と非病原微生物

衛生管理技術 病原微生物と非病原微生物

衛生管理技術 消毒法の歴史

衛生管理技術 消毒法と適用上の注意

衛生管理技術 希釈の計算

衛生管理技術 希釈の計算

衛生管理技術 消毒法各論（理学的消毒方法）

衛生管理技術 消毒法各論（化学的消毒方法）

衛生管理技術 すぐれた消毒法とその実施上の注意

衛生管理技術 美容所の消毒の実際

衛生管理技術 美容所の消毒の実際

まとめ 公衆衛生

まとめ 公衆衛生

まとめ 公衆衛生

まとめ 環境衛生

まとめ 環境衛生

まとめ 環境衛生

まとめ 感染症

まとめ 感染症

まとめ 感染症

まとめ 衛生管理技術

まとめ 衛生管理技術

まとめ 衛生管理技術

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

4

概要

美容師にとっても欠かすことのできない公衆衛生の様々な知識を身につける。そして、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響
を知り、社会の一員として適切に行動できるよう学習する。
また、不特定多数の人が利用する施設における衛生上の危害を防止する為、感染症の知識を学ぶ。また、感染を防止するため
の消毒法を学ぶ。

目標

公衆衛生の意義と本質とを明らかにすることによって、美容師が公衆衛生の維持と増進とについて大きな責務を担っているこ
とを理解させる。また、環境衛生の意義と目的について、美容師の業務と関連付けながら具体的に理解させる。美容師の業務
内容と感染症予防、環境衛生の保持との具体的な関連付けを重視して美容における衛生措置の重要性について理解させる。特
に美容器具などの消毒法は、美容業務の衛生性を担保する上で最も重要な技術であるので、その意義と原理について十分に理
解させるとともに、その適正な実施方法を身につけさせる。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴
講義
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
保健 ４０時間

皮膚と付属器官の生理機能 毛と爪のはたらき

皮膚と付属器官の保健 皮膚と全身状態・精神・嗜好品・体内病変

皮膚と付属器官の保健 皮膚の水分と脂の状態、皮膚・付属器官とホルモン

皮膚と付属器官の保健 皮膚の保護と手入れ

皮膚と付属器官の保健 毛・爪の保護と手入れ、リラックスによるスキンケア

皮膚と付属器官の疾患 皮膚の異常とその種類、皮膚疾患の原因

皮膚と付属器官の疾患 皮膚疾患の治療法

皮膚と付属器官の疾患 様々な原因による皮膚疾患、感染症の皮膚疾患の予防

美容保健と美容師 人体各部の名称

美容保健と美容師 頭部、顔部、頸部の体表解剖学、

細胞と体液 細胞から系統まで

細胞と体液 体液と血液

骨格器系 骨の種類と構造　骨の連結

骨格器系 骨格器系とそのはたらき　骨の保健

筋系 筋の種類とその特徴

筋系 主な骨格筋とそのはたらき

神経系 中枢神経とそのはたらき

神経系 末梢神経とそのはたらき

感覚器系 視覚、聴覚、平衡感覚

感覚器系 味覚、嗅覚、皮膚・深部・内臓感覚

循環器系 血液循環の仕組み

循環器系 血液の循環経路

呼吸器系 気道、呼吸運動

消化器系 消化管、消化腺

必尿器系 腎臓、尿管、膀胱、尿道

内分泌系 ホルモン

環境と生体 免疫

皮膚の構造 皮膚の表面、断面、表皮と真皮、皮下組織

皮膚付属器官の構造 毛、脂腺、汗腺、爪

皮膚の循環器系と神経系 皮膚の血管、リンパ管、神経

皮膚と皮膚付属器官の生理機能 皮膚の様々な作用

皮膚と皮膚付属器官の保健 皮膚と付属器官の関係、手入れ

皮膚と皮膚付属器官の疾患 皮膚疾患の原因、治療法

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

まとめ 復習、過去問

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

4

概要 人体組織の名前や構造、機能、特に皮膚及び毛髪などの構造と機能を学ぶ。

目標
美容技術の基礎となる人体組織、また、皮膚及び毛髪などの皮膚付属器官の構造と機能に関する科学的、系統的な知識の習得
を目的とする。美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、皮膚、毛髪などに関する正確な科学的知識が不可欠であること
を理解させる。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴 プリント、パワーポイントなどを使用しての講義
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
香粧品化学 ３０時間

オリエンテーション 状況確認、授業の進め方
香粧品の成り立ち 香料

安定化配合原料
機能性配合原料
雑貨原料

香粧品各論、スキンケア製品 効果と使用プロセス
スキンケア製品 クレンジング用香粧品

コンディショニング用香粧品
コンディショニング用香粧品
トリートメント用香粧品
トリートメント用香粧品
メイク(ベース、ポイント)香粧品
ネイルメイクアップ製品
アイ、まつ毛、ネイル製品

前期試験対策
ヘアケア、スキャルプケア製品 ヘア(クレンジング,コンディショニング,スタイリング)

パーマ剤
パーマ材
パーマ材
ヘアカラー製品
ヘアカラー製品
スキャルプケア製品

まとめ 過去問
過去問
過去問
過去問
過去問
過去問
過去問
過去問

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

概要

美容の業務を安全かつ効果的に行うためには、正確な科学的知識や香粧品の適正な取り扱いが不可欠であることを理解させ
る。特に、基本原理についての理解とその応用能力とが、美容師にとって極めて重要な意義を持つものであることを理解させ
香粧品の合理的な取り扱い方法に習熟させる。あわせて、香粧品による危害を防止するための使用上の注意を学ばせる。

目標
香粧品は、美容技術を行う上で欠くことのできないものである反面、その使用方法を誤れば重大な健康被害を起こすおそれがあるものであるこ
とから、その化学的な性質を理解させるとともに、これを正しく使用するためには正確な知識と適正な技術とを身につけることが重要であること
を認識する。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
講義
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
文化論 ３０時間

礼装の種類　和装の礼装 女性の正礼装

礼装の種類　和装の礼装 女性の准礼装　男性の正礼装

礼装の種類　和装の礼装 花嫁の礼装（式服）

礼装の種類　洋装の礼装 男性の礼装

礼装の種類　洋装の礼装 女性の礼装

ファション文化史・西洋 古代エジプト

ファション文化史・西洋 古代ギリシャ

ファション文化史・西洋 古代ゲルマン

ファション文化史・西洋 中世ヨーロッパ

ファション文化史・西洋 近世（16世紀）

ファション文化史・西洋 近世（17世紀）

ファション文化史・西洋 近世（18世紀）

ファション文化史・西洋 近代（18世紀末～19世紀初め）

ファション文化史・西洋 近代（19世紀）

まとめ 前期試験対策

ファション文化史・西洋 現代1910～1920年代

ファション文化史・西洋 現代1930～1940年代前半

ファション文化史・西洋 現代1940年代後半～1950年代

ファション文化史・西洋 現代1960年代

ファション文化史・西洋 現代1970年代

ファション文化史・西洋 現代1980～2010年代

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

概要
ライフスタイルが多様化した現代において、価値観や美意識も多様化してきている。今までの歴史を振り返り、時代背景と生
活スタイルや流行のデザイン等がどのように関わってきたかを学ぶことで今求められている「美しさ」の意味を知る。

目標
美容業の使命の１つが、より優れた人間美の創造、実現にあることによく認識させ、この使命の達成のために必要な美的感覚
を身につけ、これを洗練し、芸術的な表現力と鑑賞力を養う。美容の業務を全うするためには、確かな技術力を身につけると
ともに、豊かな感性に裏打ちされた優れた表現力を養うことが必要であることを自覚させる。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
講義
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
運営管理 １５時間

従業員としての視点から 社会人としての責任・美容業の従業員としての責任

従業員としての視点から 国民年金、厚生年金保険

従業員としての視点から 医療保険、労働保険

従業員としての視点から キャリアプランの重要性、仕事をするうえで考えるべきこと

顧客のために
サービスデザインとその要点、顧客が求める価値の実現及び顧客満足
の実現のためのシステム

顧客のために
もっとも重要な価値：人、価値の多様性　顧客が求めるもの、サービス
の範囲

マーケティング
美容業のマーケティング、マーケティングミックス、サービスのシステム
化

サービスにおける人の役割 接客についての理解、よい接客のために

サービスにおける人の役割 接客の実践

サービスにおける人の役割 接客におけるトラブルと対応

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

まとめ 復習

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年後期

概要
経営管理の基本的事項を学習することによって美容業における科学的な経営管理手法の重要性を認識させ、美容所の経営に役
立たせること。美容業において適切な接客態度がいかに重要であるかを自覚させるとともに消費者対応の基本を学ばせ、実践
する能力を身に付けさせること。

目標
経営者の考え方や経営者が果たす責任や役割を学ぶ。人を雇うことの責任や働くうえで求められることを学ぶ。顧客を満足さ
せるサービスを実現するために必要なものについて考えを導き出す。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
講義
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課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容技術理論 ７０時間

エステティック エステティック概論

エステティック 皮膚の整理と構造

エステティック カウンセリング

エステティック 美容におけるマッサージ理論

エステティック フェイシャルケア技術

エステティック フェイシャルマッサージ

エステティック デコルテマッサージ

エステティック フェイシャルパック

エステティック ボディケア技術

エステティック ボディマッサージ

ネイル技術 ネイル技術概論

ネイル技術 ネイル技術の種類

ネイル技術 爪の構造と機能

ネイル技術 爪のカット形状

ネイル技術 ネイル技術と公衆衛生

ネイル技術 カウンセリング

ネイル技術 ネイルケア

ネイル技術 ネイルケア

ネイル技術 ネイルケア

ネイル技術 アーティフェイシャルマッサージ

ネイル技術 アーティフェイシャルマッサージ

ネイル技術 手のマッサージ

ネイル技術 足のマッサージ

メイクアップ メイクアップ概論

メイクアップ 顔の形態学的な観察

メイクアップ メイクアップと色彩

メイクアップ 皮膚の生理と構造

メイクアップ メイクアップの道具

メイクアップ スキンケア

メイクアップ ベースメイクアップ

メイクアップ アイメイクアップ

メイクアップ アイブロウメイクアップ

メイクアップ リップメイクアップ

メイクアップ ブラッシュオンメイクアップ

メイクアップ まつ毛エクステンション

日本髪 日本髪の由来・日本髪の各部名称

日本髪 日本髪の種類と特徴、日本髪と調和・日本髪の装飾品

日本髪 日本髪の結髪道具、日本髪の結髪技術

日本髪 日本髪の手入・かつら

着付けの理論と技術 着付の目的、礼装

着付けの理論と技術 着物と季節、着物のいろいろ

着付けの理論と技術 帯、小物

着付けの理論と技術 着物各日の名称

着付けの理論と技術 着物のたたみ方、着付の一般的要素

着付けの理論と技術 留袖着付の技術

着付けの理論と技術 振袖着付け技術

着付けの理論と技術 帯締め、帯揚げの結び方

着付けの理論と技術 男子礼装羽織、袴着付技術

着付けの理論と技術 羽織の紐の結び方

着付けの理論と技術 女子袴着付け技術

着付けの理論と技術 婚礼の着付けの際の注意事項

着付けの理論と技術 和装花嫁

着付けの理論と技術 洋装花嫁（ウエディングドレスの知恵）

美容技術理論まとめ 美容用具

美容技術理論まとめ シャンプーイング

美容技術理論まとめ ヘアデザイン

美容技術理論まとめ ヘアカッティング

美容技術理論まとめ パーマネントウエービング

美容技術理論まとめ ヘアセッティング

美容技術理論まとめ ヘアカラーリング

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

２年前期・後期

概要 技術にはその裏付けとなる理論が必ずある。理論を理解することで、技術が生きてくることを理解する。

目標 美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
教員の実務経験

講義・演習
美容技術の理論を展開図や実際の美容教材をつかって分かりやすく説明する。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基
づいてわかりやすく指導をする。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

22

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

34

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

46

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

58

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

59

60



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容技術理論 ７０時間
授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

２年前期・後期

概要 技術にはその裏付けとなる理論が必ずある。理論を理解することで、技術が生きてくることを理解する。

目標 美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

授業の方法と特徴
教員の実務経験

講義・演習
美容技術の理論を展開図や実際の美容教材をつかって分かりやすく説明する。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基
づいてわかりやすく指導をする。

美容技術理論まとめ エステティク

美容技術理論まとめ ネイル技術

美容技術理論まとめ メイクアップ

美容技術理論まとめ 日本髪

美容技術理論まとめ 着付け理論と技術

美容技術理論まとめ 復習、過去問

美容技術理論まとめ 復習、過去問

美容技術理論まとめ 復習、過去問

美容技術理論まとめ 復習、過去問

美容技術理論まとめ 復習、過去問70

61

62

63

64

65

66

67

68

69



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
社会福祉 １５時間

オリエンテーション 復習

高齢者・障害者の介助① 美容における介助の考え方

高齢者・障害者の介助② 高齢者に対する介助

高齢者・障害者の介助③ 障害のある方への介助

高齢者・障害者に対する美容の実践① 事例を使って、美容室での実際の介助を考える

高齢者・障害者に対する美容の実践② 施術における注意について

高齢者・障害者に対する美容の実践③ 高齢者・障害者にやさしい店舗づくり

高齢者・障害者に対する美容の実践④ ケアの基本～着脱

高齢者・障害者に対する美容の実践⑤ ケアの基本～歩行

高齢者・障害者に対する美容の実践⑥ ケアの基本～車いすの扱い

高齢者・障害者に対する美容の実践⑦ ケアの基本～視覚障害者への介助

高齢者・障害者に対する美容の実践⑧ 介護アロマセラピー、アロマセラピーの効果

高齢者・障害者に対する美容の実践⑨ ハンドトリートメントの効果

美容師の社会貢献活動 美容技術を用いた社会貢献活動

まとめ

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

概要
健康と生活について、特に高齢者に関する知識を習得させ、自立生活支援と福祉の充実に寄与する能力と態度を育てる。特に美容師の職能を
活かして、社会福祉活動をする能力を育む。

目標
社会福祉の意義と目的とを学ばせるとともに、福祉施設や地域におけるボランティア活動などを通じてその重要性を知る。
また、美容師の職能を活かしてどのような社会福祉活動ができるかを学ぶ。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
講義

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数
美容カウンセリング １５時間

オリエンテーション 復習

職場の精神衛生管理 ４つのメンタルヘルスケア

職場の精神衛生管理 ストレス管理

職場の精神衛生管理 ストレッサーとストレス反応

職場の精神衛生管理 カウンセリングは重要な職場のシステム

毛髪・皮膚コンサルティング サロンでのコンサルティングの意義と必要性

毛髪・皮膚コンサルティング サロンの繁栄のためのコンサルティング

毛髪・皮膚コンサルティング 毛髪診断

毛髪・皮膚コンサルティング パーマ施術前のコンサルティング

毛髪・皮膚コンサルティング カラー製品の選定、染毛剤の使用上の注意

毛髪・皮膚コンサルティング 染毛剤のパッチテスト

毛髪・皮膚コンサルティング その他の施術前のコンサルティング

毛髪・皮膚コンサルティング 傾聴とデッザン

毛髪・皮膚コンサルティング 毛髪の痛みの原因、化粧品・医薬部外品の正しい知識

まとめ

授業科目の学修教育目標

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

概要
美容サービスの一環として行うカウンセリングの意義、目的、内容、実施上の留意点などについて、実地に即した課題を提起し自らが学び、美
容師の業務を全うするためには、正確な技術を提供するとともに、顧客の要望に応じた適切なカウンセリングの実施が重要であることを知る。

目標 カウンセリング手法について、実践を通じてテクニックを学ぶ。またいろいろな事例を交えて知識を得る。

成績評価方法 学期末試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

10

授業の方法と特徴
講義、演習

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(シャンプー） ２４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

バックシャンプー 展示・作業手順の確認

実習：相モデル

バックシャンプー 実習：相モデル

バックシャンプー 実習：相モデル

接客テスト

サイドシャンプー 手荒れや手袋シャンプーについて、カラー乳化について

実習：相モデル

サイドシャンプー 時間と満足度と価格について意識する

実習：相モデル

サイドシャンプー ヘッドスパ

実習：相モデル

実践 内定先を考え、サイドかバックかに分かれ、接客を意識する

実習：相モデル

実践 テスト

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

授業科目の学修教育目標

8

6

7

4

5

2

3

授業内容

1

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ） ９４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順

実習：国家試験スタイル（全頭）20

17

18

19

14

15

16

11

12

13

8

9

10

5

6

7

2

3

4

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

1

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

授業科目の学修教育目標



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(ﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ） ９４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

授業科目の学修教育目標

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）

ワインディングバリエーション 展示：国家試験スタイルのブロッキングと巻き方手順
実習：国家試験スタイル（全頭）30

28

29

26

27

23

24

25

21

22



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習
(ｵｰﾙｳｪｰﾌﾞｾｯﾃｨﾝｸﾞ）

９４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順

実習：国家試験課題全頭技術反復練習20

17

18

19

14

15

16

11

12

13

8

9

10

5

6

7

2

3

4

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

1

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

授業科目の学修教育目標



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習
(ｵｰﾙｳｪｰﾌﾞｾｯﾃｨﾝｸﾞ）

９４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

授業科目の学修教育目標

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習

オールウェーブセッティング 展示：国家試験課題全頭技術手順
実習：国家試験課題全頭技術反復練習30

28

29

26

27

23

24

25

21

22



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(カット） ２４時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

ショートスタイル 講義：縦スライスをしっかりとる、縦シェープがしっかりシェープされているかを意識する

講義、展示：縦スライス、縦シェープ

カット実習

ショートスタイル 展示：シザースの扱い方、オンベースに切る

カット実習

グラデーションカット 実習：縦スライス、オンベースに切る（反復練習）

グラデーションカット 実習：縦スライス、オンベースに切る（反復練習）

レイヤーカット 実習：縦スライス、オンベースに切る（反復練習）

レイヤーカット 実習：縦スライス、オンベースに切る（反復練習）

実習：ワンレングスボブのカット完成、ブロースタイリング

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

授業科目の学修教育目標

6

4

5

2

3

授業内容

1

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(ﾍｱｱﾚﾝｼﾞ） ５６時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

ウェディングスタイル 展示：ウェディングスタイル

実習：ウェディングスタイル反復練習

ウェディングスタイル 実習：ウェディングスタイル反復練習

ウェディングスタイル 実習：ウェディングスタイル反復練習

ワンロールスタイル 展示：ワンロールスタイル技術展示

実習：ワンロールスタイルの反復練習

ワンロールスタイル 実習：ワンロールスタイルの反復練習

ワンロールスタイル 実習：ワンロールスタイルの反復練習

ポンパドールスタイル 展示：ポンパドールスタイル技術展示

展示：ポンパドールスタイル反復練習

ポンパドールスタイル 展示：ポンパドールスタイル反復練習

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

2

3

8

9

6

7

4

5

14

15

12

13

10

11

授業内容

1

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年

授業科目の学修教育目標



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(ｶﾗｰﾘﾝｸﾞ） １６時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

ヘアカラーリング 展示：カラー剤塗布手順、ホイルの使い方

実習：カラー剤塗布練習、ホイル練習

ヘアカラーリング 展示：カラー剤塗布手順

実習：カラー剤塗布練習、ホイル練習

ヘアカラーリング 展示：人頭レッスン、人頭の注意点カラー剤塗布手順

実習：カラー剤塗布練習

ヘアカラーリング 展示：人頭レッスン、人頭の注意点カラー剤塗布手順

実習：カラー剤塗布練習

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

授業科目の学修教育目標

成績評価方法

4

2

3

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

1

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

目標

学年

２年前期・後期

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を適宜組合わせて完成させる技術を習得させる。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせる。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に付けさせる。

美容師としての必要な基礎技術を学ぶ。衛生面の技術と知識を身につける。



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(ｻﾛﾝﾜｰｸ） ３時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

サロンワーク 美容室での一連の流れを実践

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

授業科目の学修教育目標

授業内容

1

授業の方法と特徴
教員の実務経験

概要

目標

成績評価方法

２年前期・後期

お客様を迎え、案内、施術、見送りといった、美容室での一連の流れを実践する。

美容師としての必要な基礎技術気遣い等を学ぶ。衛生面も気を付ける。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

学年



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（メイク）

２１時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

メイク理論 復習

メイク理論 フレッシュメイク

フレッシュを演出するメイク技術

メイク理論 フレッシュメイク

メイク理論 キュートメイク

キュートを演出するメイク技術

メイク理論 キュートメイク

メイク理論 エレガントメイク

エレガントを演出するメイク技術

メイク理論 エレガントメイク

メイク理論 クールメイク
クールを演出するメイク技術

メイク理論 クールメイク

メイク理論 メイク接客基礎

メイク理論 メイク接客応用

試験 認定試験

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

13

14

15

8

9

10

11

12

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせるとともに、美容デザインの最新の国際的動向について学ば
せること。常に新しい技術の吸収を怠らず、また自らも新しい技術の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての
心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。

1

2

3

4

7

5

6



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(国試対策） ２８０時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

20

17

18

19

14

15

16

11

12

13

8

9

10

5

6

7

2

3

4

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

1

国家試験合格をめざす

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容師として実務経験があると同時に、国家試験
対策授業に携わり、経験と知識に基づいてわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年後期

国家試験合格に向け、集中的に課題に取り組む

授業科目の学修教育目標



課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(国試対策） ２８０時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

国家試験合格をめざす

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容師として実務経験があると同時に、国家試験
対策授業に携わり、経験と知識に基づいてわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年後期

国家試験合格に向け、集中的に課題に取り組む

授業科目の学修教育目標

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題
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課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(国試対策） ２８０時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

国家試験合格をめざす

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容師として実務経験があると同時に、国家試験
対策授業に携わり、経験と知識に基づいてわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年後期

国家試験合格に向け、集中的に課題に取り組む

授業科目の学修教育目標

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題
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課程 学科

職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容実習(国試対策） ２８０時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

目標

成績評価方法

授業の方法と特徴
教員の実務経験

授業内容

国家試験合格をめざす

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容師として実務経験があると同時に、国家試験
対策授業に携わり、経験と知識に基づいてわかりやすく指導をする。

2026年度　シラバス

開講年度

2026

概要

学年

２年後期

国家試験合格に向け、集中的に課題に取り組む

授業科目の学修教育目標

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題

国試対策 第１課題、第２課題
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（造形）

２１時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

オリエンテーション オリエンテーション

顔について 顔の特徴、立体構造

色について 色のバランスを考える

作品制作 作品作りについて

デッザン、素材集め

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品発表 作品発表

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期・後期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

頭の中にあるデザインをイメージするだけでなく、表現する方法を学ぶ。

イメージするものを分かりやすく表現する。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は美大を卒業し、造形に対する経験と知識に基づいて
わかりやすく指導をする。

1

2

3

4

7

5
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（選択ネイル）

４５時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

ジェルネイルの基礎知識 ジェルネイルの基礎知識

ジェルネイルの手順 ジェルネイルの手順

テーブルセッティング テーブルセッティング

ジェルカラーリング ジェルカラーリング

ジェルカラーリング ジェルカラーリング

ピーコック ピーコック

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策

検定試験対策 検定試験対策
15

成績評価方法

1

2

3

授業の方法と特徴
教員の実務経験
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5
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2026年度　シラバス

開講年度
2026

概要

目標

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、ネイルサロン等で実務経験があり、経験と知識に
基づいてわかりやすく指導をする。

授業科目の学修教育目標

学年

２年前期

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせるとともに、美容デザインの最新の国際的動向について学ば
せること。常に新しい技術の吸収を怠らず、また自らも新しい技術の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての
心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。



課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（選択メイク）

４５時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

メイク理論、デモンストレーション 歌舞伎メイク

和化粧について、隈取について

メイク理論 歌舞伎メイク

相モデル

メイク理論、デモンストレーション ダウンメイク

ダウンメイクとは

メイク理論 ダウンメイク

相モデル

メイク理論、デモンストレーション キャッツメイク

擬人化の表現

メイク理論 キャッツメイク

相モデル

メイク理論、デモンストレーション 舞台メイク

舞台特有の光と影を計算する

メイク理論 舞台メイク

相モデル

メイク理論、デモンストレーション ボディメイク

顔とボディの違い

メイク理論 ボディメイク

相モデル

メイク理論、デモンストレーション エアブラシ
特徴、使い方、化粧品の違い

メイク理論、デモンストレーション エアブラシ
エアブラシを使ったいろいろな表現方法、分解・掃除の方法

メイク理論、デモンストレーション エアブラシ
顔にエアブラシを使って化粧をする

メイク理論 エアブラシ
相モデル

メイク理論 エアブラシ
相モデル

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせるとともに、美容デザインの最新の国際的動向について学ば
せること。常に新しい技術の吸収を怠らず、また自らも新しい技術の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての
心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、映画や雑誌の撮影等で実務経験があり、経験と知
識に基づいてわかりやすく指導をする。
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（選択カット）

４５時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

カット理論、デモンストレーション メンズショート

メンズカットの注意点

カット理論 メンズショート

カット理論、デモンストレーション ショートスタイル

パーマの注意点

カット理論 ショートスタイル

カット理論、デモンストレーション ロングレイヤー

顔周りの印象について

カット理論 ロングレイヤー

カット理論、デモンストレーション ミディアムウルフ

レイヤーの入れ方によるスタイルの違い

カット理論 ミディアムウルフ

カット理論 ミディアムウルフ

カット理論、デモンストレーション グラデーションボブ

前上がり、前下がりの丸みの違い

カット理論 グラデーションボブ

カット理論 グラデーションボブ

カット理論 学生相モデル
各学生に合わせたスタイリング
鏡を見ながら気遣う

カット理論 学生相モデル

カット理論 学生相モデル

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせるとともに、美容デザインの最新の国際的動向について学ば
せること。常に新しい技術の吸収を怠らず、また自らも新しい技術の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての
心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、美容室等で実務経験があり、経験と知識に基づい
てわかりやすく指導をする。
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（選択マツエク）

４５時間

試験の点数、授業出席率、授業態度で評価する

オリエンテーション 授業の進め方、試験について

ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論、デモンストレーション ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

テーブルセッティング

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

衛生について

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

筆記試験について

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

マツエク理論 ウィッグパーツに装着、装着のリムーブ

試験について

マツエク理論 試験

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせる。常に新しい技術の吸収を怠らず、また自らも新しい技術
の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。衛生面の知識を身につける。

講義・実習
デモンストレーションをしながら、モニターを使って細かく技術説明を行う。また、担当教員は、マツエクサロンでの実務経験も豊かであり、経験と
知識に基づいてわかりやすく指導をする。
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課程 学科
職業実践専門課程 美容学科

科目名 時間数

美容総合技術
（選択着付け）

４５時間

１）成績評価はA～Dの4段階で前期と後期とをそれぞれに判定し、C以
上を合格・履修認定とする。
※評価基準：A（100～80点）、B（79～70点）、C（69～60点）、D（59点以
下）

着付け理論 補正の目的と説明、補正用具の作成方法の説明、展示と作成

着付け理論 補正用具の作成

着付け理論、デモンストレーション 補正の装着～長襦袢

デモンストレーション、相モデル

着付け理論 補正の装着～長襦袢

相モデル

着付け理論、デモンストレーション 補正～長襦袢～訪問着

デモンストレーション、相モデル

着付け理論 補正～長襦袢～訪問着

相モデル

着付け理論、デモンストレーション 補正～長襦袢～訪問着、帯

デモンストレーション、相モデル

着付け理論 補正～長襦袢～訪問着、帯

相モデル

着付け理論、デモンストレーション 補正～長襦袢～振袖

デモンストレーション、相モデル

着付け理論 補正～長襦袢～振袖、帯

相モデル

着付け理論、デモンストレーション 補正～長襦袢～振袖、帯

デモンストレーション、相モデル

着付け理論 補正～長襦袢～女袴

相モデル

着付け理論、デモンストレーション 補正～長襦袢～女袴

相モデル

男袴展示

着付け理論、デモンストレーション 浴衣

着付け理論 浴衣

他装、自装

2026年度　シラバス

開講年度
2026
学年

２年前期

授業科目の学修教育目標

概要

目標

授業の方法と特徴
教員の実務経験

成績評価方法

基本的技術を基に、さらに発展させた高度な技術を身に付けさせる日本の伝統について学ばせること。常に新しい技術の吸収
を怠らず、また自らも新しい技術の開発に努める姿勢を習慣付けさせ、専門技術者としての心構えを身に付けさせること。

美容師としての必要な基礎知識を学ぶ。

講義・実習
細かく技術指導を行う。また、担当教員は、長年美容学校で教えており、経験と知識に基づいてわかりやすく指導をする。
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